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◆特集

・相続問題

相続を｢争続｣にしないために

◆友の会活動

◆弁護士近況

◆事務所短信

◆事件・活動のご紹介

・建築調停事件

・大阪市労働組合事務所退去事件
－－

発行きづがわ共同法律事務所友の会
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相 編 特集

相続を「争続」にしないために
相続は財産のある人の話で私たちには関係ない？そんなことはありません。誰にでも相続はおこります、

少しであっても財産があればあるいは借金があれば、相続はその方が亡くなられたことによって始まりま

す。私たちが弁護士として担当する相続争いの多くは、相続税がかからない程度の相続であることが実際

です。そして、相続の解決は、多数決で決められるわけではなく、原則として相続人全員の了解が必要で

す。話し合いで解決できないと裁判所での解決をはからざるを得なくなります。このような「争いが続く」
相続とならないように知っておきたいことがあります。

相続人がだれなのか

その人にもしものことがあった場合、誰が相続人となるのかが重要です。その場合、法律で決められた

相続の割合（法定相続分）が大切です。

相続人と法定相続分は別表のとおりです。表にすれば単純なようですが、実際には亡くなった順番など

宴礎諦準建言黛冒雪嘩且法定相続の割合と相続人と代襲相続
戸籍をもとにして相続関係図を作成

して相続人を確認することとなります。

代襲相続というのは、相続時に相続

人が亡くなっていた場合に相続人の

子などが代わって相続することです。

順位

第1順位

第2順位

相続人

配偶者と子ども

配偶者と直系尊属
(父、母）

相続割合

配偶者2分の1
子ども2分の1

配偶者3分の2
直系尊属3分の1

代鯉相続

孫、ひ孫など
続く限り

なし

蕊3順位｜屋偶書と兄蕊姉妹|蕊議恕;fl甥姪まで

遺産の種類による注意点

預貯金などの金融資産はともかく、不動産を遺産として相続が開始した場合、不動産を現物分割するこ

とは困難ですから、実際には、換価分割（売却して代金を分配)、代償分割（特定の相続人が不動産を取得

して他の相続人には代償金を支払う）で解決する例が多いです。不動産の名義を故人のままにしておいた

り、特段の事情がないのに、とりあえず相続人の共有にしておいたりすることは､問題の先送りになるこ

とが多いです。

また借金も相続することに注意しましょう。財産

よりも借金が多い場合には、相続を放棄することに

よって借金から逃れることができます。この場合、

相続を知った時から3ヶ月以内に家庭裁判所へ申し

立てをする必要があります。

なお、生命保険金は､保険契約上の受取人の権利

ですので、法律上は遺産ではありません。例え、相

続を放棄した場合でも受け取ることができます。但し、

税務上は相続財産として相続税が課せられることが

あります。

相続の対象となる遣産の種類によっては、争いを

なるべく避けるために遺言や生前贈与などの制度を

活用することも必要となります。
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回雲鰯夢艫穿繍蕊繍繍鱸撫蕊鰯懸

、概算蕪鯛(識灘鱒繍掬季冤農臘懸
のにはできません。代償金を要求されることもありますし、相続人が多い場合などは全員の同意

を取り付けるのは大変です。この場合、生前に夫が遺言を残して自宅を妻に相続させることとしておくか、

生前贈与をしておけば何の問題もありません。遺言は、公正証書によるものが安心です。

なお、内縁の夫婦は例え何十年連れ添っていても、相続人になることはありませんので、遺言等がとりわ
け大切になってきます。

…

圃潔雛撹繍餅蝿……………，…分に雲え鱸．

、謡iこ露鰯謡蹴巽蕊麓鰻鰻難漁珪雲編艫
が必要です。行方不明の方については裁判所で不在者財産管理人を選任するなどの方法で解決が

可能ですが、費用も労力も必要です。このような事態となったのは、事情があったのでしょうが、相続開始

にかかわらず名義をそのままにしておいたためです。時間の経過が問題を複雑にする典型例です。

遠縁の親族が亡くなり遺産がありますが相続人はいません。生前から面倒を見てきましたし、生前の希
望に従ってお弔いをしました。遺産はどうなりますか。

相続人のいない相続財産は国のものとなりますが、生計を同一にしていたり、療養・看護に努め

たなどの「特別縁故者」には遺産の全部又は－部が与えられます。裁判所に相続財産管理人の選

任申立を行って、財産を分与してもらうこととなります。

相続税増税時代に備えましょう

今年から相続税制が変わります。

ポイントは、基礎控除の縮小による大増税と「相続時精算課税制度」（生前贈与の非課税制度）の適
用要件の緩和です。増加する相続税を節約したければ、生前に次世代へ資産移行すべしというものです。

まず､相続税の控除は、昨年末までは5000万円十相続人の数×1000万円でしたが､本年1月1

日の相続から6割に縮小され、B000万円十相続人の数×600万円となります。一方で、「相続時精算

課税制度」は、贈る側の年齢下限が65歳からS0歳へ引き下げられ、受け取る側も子から孫まで拡大
しています。

その他にも節税対策があります。友の会には税理十会員もおられますので、ご相談ください。
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withジャ1－ナリスト西谷文和
トロ

が開催
10月17日、阿倍野区民センターで開催されました。

主催は、当事務所も参加した「松元ヒロ平和ライブ実行委員会」

で、約250人の方が参加されました。

第一部は、何度もイラク入りして市民の被害実態を告発してき

た西谷文和氏の報告、第二部は、松元ヒロ氏のコントによるライ

ブでした。

コントライブでは、とにかく多彩な話題、面白く流暢な語り口

に会場の参加者は笑いの連続でした。そして、その合間に社会の

見かたや人としての生きかたに関するエピソードがちりばめられ

されました

匡一

Ｆ
い
い

記
一
一
》
回

1

ていました。

今回の平和ライブを、憲法9条を守り活かす取り組み
ジャーナリスト

西谷文和さん
に繋げていくこ

箔
I

6
口

ネタリウ，こ行蕾豊鱗☆スラ
叔叔
☆10月4日に､大阪市立科学館のプﾗﾈﾀﾘｳﾑを観☆
覧しました。

☆世界最大級のドームスクリーンに映し出された大迫￥
力の映像には、まるで自分が宇宙空間を漂っているよ

領うな不思議な感覚になりました。 ☆
プラネタリウムに参加したおかげで、10月8日の皆
既月食をよりいっそう楽しむことが出来ました。

一

麺鰹きづがわ塾 40141Z6

9.26

『意外と知らない

刑車碩件」
宮本弁睡士

Ｆ
■
■
、

11．26

『内縁って、
亭円弁護士

去律上の夫婦とどうちがう？」

L出張きづがわ塾
大正・港・浪速・阿I大正港浪運阿倍野ノ’《

一
軍I涯 ヘマ

EP3_
へ

市民と司法の橋渡しとして、学習や交流

懇親、その他バラエティに富む企画で

お待ちしております。

●年会費1000円(個人)を郵便振替用紙で払込

送金してください｡この用紙が入会申込書を兼

ねます(入会から平成27年末までの会費とな

ります)。団体法人会費は一口5000円です。

●入会された方に､会員カードをお送りします。

●次年度以降の会費支払いは､毎年振替用紙を
送付します。

成年後見・遺言・相続・騨送文化について各地で出張塾を
開きました。

友の会

naa9AOOOOO",｡鋸も趣



君 林田時夫さんに聞きま会員さん訪問

■今日は、劇団きづがわの代表であり、JMIU(全日本金

属情報機器労働組合）では特別執行委員という林田時夫さ

んを訪ねて、劇団きづがわの稽古場にお邪魔させて頂きま

した。劇団との関わりはいつからですか？

この劇団は'63年に南大

阪演劇研究会として立ち上

がり､､75年に劇団きづがわ

に改称しました。私自身は

高校時代から演劇をしていて､．

67年会社に就職した年に

妻と共に入団しました｡最初

役者でしたが､今は専ら演出

をしていて、よっぽど役者が

足りない時でないと下手な

芝居は見せません(笑)。

一

●

劇団員が演劇雑誌などから情報を集めてきて､みんなで戯

曲を読み､次の演目を決めています。その他にも､担当する

労働事件を自分で戯曲に構成して演じることもありますよ。

■若い劇団員もいらっしゃるようですが、劇団を運営してい

く上で大変なことは？

演劇をやりたいという若い人は、非正規労働者が多いん

です。以前であれば、劇団員は公務員や正社員だったのが、

B0年代半ばから非正規の人が入団してくるようになりました。

しかし、非正規だと、長時間労働で酷使された上、雇用も

不安定ですから、演劇のための時間の遣り繰りが難しい。

こうした特定劇団に所属しないで、公演する若者もいるの

ですが、非正規だとチケットを売るにも知り合い程度にしか

さばけない。労働組合も大変なんですが、自分達の次の代

になった時にこういう芸術活動が続けられるか心配です。

■組合の活動に関わるに至ったきっかけは？

私自身が．71年から4年間､{79年から7年間労働争

議の当事者になりました．本当に激しい労働争議で、そこ

から組合の活動にも深く関わっていくようになりました。

■忙しい争議の中で、劇団の活動を辞めなかったのはなぜ？

自分の1度目の争議と2度目の争議の間に丁度今の

稽古場を持つことができたんです。この稽古場があるとい

うことは、演劇活動をする上でとても助かっています。そ

れにやはり夫婦で劇団をしているということも続けて来れ

た大きな理由でしょうね。

●

●
●

■演劇活動も労働組合の抱える社会問題と関連してくるん

ですね。

常に演劇活動は社会情勢の反映という側面がありますか

らね。

■お忙しいところありがとうございました。

■12月に公演が予定されていますね。

劇団としては､毎年､年2回の公演をすることにしています。

●

●‐

■今後の予定■

友の会新春のつど'い
図とき

2015年2月6日（金）午後5時半受付
■ところ

道頓堀ホテル
■会費

6000円

■内容

総会、懇親会
恒例の福引もあります。

●

●

昨年12月に上演された「東の風が吹くとき」の稽古風景

●

一一一一一一一一一一一1

2月26日（木）午後6時～

｢B型肝炎の基礎知識と訴訟について」

’
１
１
１
１
１

『

窮師弁蔑士井上洋子
弁護士古本剛之

、

豊豊
岩田弁護士と行く

法廷傍聴 5月28日（木）午後6時～

*3月23日(月)12時20分

大阪弁護士会1階ロビー集合

＊ご案内弁頚士岩田研二郎
一一《~I

ﾕ毎4薊9b4俳昌い’刀91

’
一
碧
凸一』

《
一

一

一

蕊
』一

一

場所

共催
きづがわ共同法律事務所6階大会議室
日本国民救援会浪速支部 <お申込み｡お問い合わせ＞は同封のビラをご覧ください



あ
る
建
築
請
負
代
金
訴
訟

（
建
築
調
停
手
続
）

付
け
ら
れ
、
残
代
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
と

の
相
談
で
し
た
。
明
ら
か
に
請
負
代
金
の
減
額
を
狙
っ
た
不
当
な
や
り
か
た
で

し
た
。
私
た
ち
は
、
債
権
仮
差
押
の
手
続
を
と
る
と
と
も
に
訴
訟
を
起
こ
し
ま

し
た
。建
築
関
係
紛
争
は
、
専
門
性
が
高
く
、
裁
判
官
の
み
で
は
工
事
の
不
備
の
理

解
が
難
し
い
の
で
大
阪
地
方
裁
判
所
で
は
、
建
築
関
係
の
専
門
部
を
お
き
、

一
級
建
築
士
な
ど
の
専
門
家
を
入
れ
た
調
停
委
員
会
で
審
理
し
て
い
く
方
法
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
件
で
は
、
裁
判
官
や
一
級
建
築
士
の
調
停
委
員
は
営
業
時
間
前
の
午
前

九
時
に
対
象
の
店
舗
を
実
際
に
見
に
き
て
く
だ
さ
り
、
現
場
で
の
質
問
で
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

調
停
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
工
事
の
暇
疵
は
な
か
っ
た
と
い
う

私
た
ち
の
言
い
分
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
認
め
る
も
の
で
、
完
勝
に
近
い
結
果
で
、

元
請
業
者
も
、
全
面
的
に
非
を
認
め
て
残
代
金
を
支
払
う
と
い
う
解
決
と
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
丁
寧
な
仕
事
に
自
信
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
依
頼
者
の
誇
り
が

守
ら
れ
、
ま
た
理
不
尽
な
こ
と
に
屈
し
な
い
と
い
う
意
思
を
貫
く
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

弁
護
士
岩
田
研
二
郎

私
の
依
頼
者
は
、
店
舗
の
内
装
工
事
業
者
の

方
で
し
た
。
は
じ
め
て
取
引
す
る
元
請
業
者
の

指
示
ど
お
り
に
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
工
事
を
完
了
し

た
の
に
、
終
了
し
た
途
端
に
、
「
タ
イ
ル
の
目

地
や
ガ
ラ
ス
が
汚
れ
て
い
る
」
「
ビ
ス
の
打
ち

か
た
が
悪
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ク
レ
ー
ム
を

付
け
ら
れ
、
残
代
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
と

－、を
し
ま
し
た
。
橋
下
市
長
の
横
暴
を
恐
れ
て

退
去
し
た
労
働
組
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当

事
務
所
の
増
田
弁
護
士
と
私
は
、
正
当
性
を

訴
え
て
退
去
せ
ず
に
法
的
に
闘
う
労
働
組
合

の
弁
護
団
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
○

一
四
年
二
月
に
大
阪
府
労
働
委
員
会
で
違
法

判
断
、
九
月
に
大
阪
地
方
裁
判
所
で
も
団
結

権
侵
害
の
憲
法
調
条
・
労
働
組
合
法
違
反

の
判
決
が
下
り
ま
し
た
。
判
決
で
は
、
橋
下

市
長
が
違
法
を
認
識
し
た
う
え
意
図
し
た
と

ま
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
橋
下
市

長
は
、
真
筆
に
受
け
止
め
ず
税
金
を
さ
ら
に

使
っ
て
控
訴
し
，
裁
判
は
続
い
て
い
ま
す
。

二
年
一
二
月
就
任
後
す
ぐ
に
、
数
例
の
職
員
の
違
法
‐

不
当
な
行
為
（
個
別
に
懲
戒
処
分
さ
れ
た
）
を
口
実
に
、
労
働
組
合
の
政
治
活
動
全
て

が
違
法
で
あ
る
か
の
よ
う
に
ね
じ
曲
げ
て
攻
撃
し
組
合
事
務
所
の
使
用
不
許
可
処
分

／

橋
下
市
長
に
よ
る

労
働
組
合
事
務
所
退
去
要
求
は
違
法
！

大
阪
地
裁
で
勝
訴

弁
謹
士
宮
本
亜
紀

大
阪
市
に
は
，
市
職
員
で
作
る
労
働
組
合
が
い
く
つ

か
あ
り
‐
そ
の
活
動
拠
点
で
あ
る
組
合
事
務
所
が
、
戦

後
か
ら
長
く
労
使
合
意
に
よ
っ
て
大
阪
市
役
所
地
下
一

階
に
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
橋
下
徹
大
阪
市
長
は
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
住
民
福
祉
の
た
め
に
働
く
市
職

員
や
労
働
組
合
と
市
民
と
の
間
に
対
立
を
煽
り
－
５

喧
卜
市
長
の

、

宮逼
･言室
織多ニ
テロー雫

で罵

垂さ

攻
撃
を

と
断
罪

『卑司

ー

、 ノ



処

空
や

５
管
今
年
も
よ
る
＆
く

川
勇
お
願
い
‐
Ｌ
王
す

一

『
沖
縄
の
知
事
選
に
お
け
る
快
挙
を
追
い
風
に
、
安
倍
内
閣
の
打
倒
、

実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

る
深
刻
な
課
題
を
棚
に
上
げ
て
お
い
て
、
こ
の

選
挙
で
国
民
の
信
任
を
得
た
こ
と
に
し
て
、
今

後
の
悪
政
の
錦
の
御
旗
に
し
よ
う
と
い
う
姑
息

な
魂
胆
が
見
え
透
い
て
い
ま
す
。

破
綻
な
ど
．
国
民
の

に
よ
る
憲
法
の
解
釈
改
憲

発
、
特
定
秘
密
保
護
法
、

問
う
筋
合
い
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
原

分
で
判
断
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
国
民
に
信
を

悲
憤
慌
慨
収
ま
ら
ず

漬
け
物
好
き
弁
護
士
坂
田
宗
彦

子
ど
も
の
頃
か
ら
漬
け
物
が
大
好
物
で
す
。

ど
ん
な
漬
け
物
も
歓
迎
で
す
が
、
と
り
わ
け

よ
く
漬
か
っ
た
も
の
を
好
み
ま
す
。
と
こ
ろ
が

塩
分
が
血
圧
に
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
わ
が

家
の
食
卓
か
ら
排
除
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
霊
に
食
ぺ
て
し
ま
う
私
が
悪
い
の
で
す
が

発
酵
食
品
だ
か
ら
体
に
い
い
の
だ
と
言
っ
て
も

聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
ス
ー
パ
ー
な

ど
で
お
い
し
そ
う
な
漬
け
物
を
見
つ
け
る
と
つ

い
カ
ゴ
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

穏
や
か
な
年
始
の
ご
挨
拶
を
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
‐
悲
憤
糠
慨
が
収
ま
り
ま
せ
ん
。

沖
縄
の
知
事
選
に
お
け
る
快
挙
を
追
い
風
に
、
安
倍
内
閣
の
打
倒
、
悪
政
へ
の
決
別
を

消
費
税
の
増
税
を
見
送
る
か
ど
う
か
は
．
自

生
活
と
国
の
進
路
に
関
わ

弁
護
士
小
林
保
夫

集
団
的
自
衛
権
の
名

、
ア
ペ
ノ
ミ
ク
ス
の

I
Ｉ

三
一
査
一

I
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１
１

『
一
編
窪
五
臓
に
…
。
い
…
…
譽
雰
騨
灘

一

弁
護
士
渡
辺
利
恵

昨
年
は
体
調
が
回
復
し
た
の
で
「
女
性
と
日
本

国
憲
法
」
の
テ
ー
マ
で
，
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
合

計
約
四
○
○
名
の
女
性
た
ち
に
話
を
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
の
誕
生
で
多
女
性
は
人
間
に
な
っ
た
〃
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
一

で
は
選
挙
権
が
無
い
こ
と
は
も
と
よ
り
自
分
名
義
の
預
金
口
座
も
持
て
ず
、

も
離
婚
の
請
求
が
出
来
な
か
っ
た
と
話
を
す
る
と
、
み
ん
な
工
Ｉ
シ
と
篤
へ

憲
法
大
好
き
の
女
性
た
ち
と
共
に

弁
護
士
渡
辺
和
恵

昨
年
は
体
調
が
回
復
し
た
の
で
「
女
性
と
日
本

国
憲
法
」
の
テ
ー
マ
で
，
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
合

の
合
意
の
み
に
蟇
づ
い
て
．
。
」
と
憲
法
二
四
条
を
読
み
上
げ
る
と
「
ハ
イ
！
」
と
一
人
の
手
が
上
が

り
、
「
私
は
ち
が
い
ま
し
た
。
」
と
発
言
さ
れ
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
「
日
本
を
取
り
一
戻
そ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
大
日
本
帝
国
憲
法
が
大
好
き
で
す
。

だ
け
ど
女
性
た
ち
は
日
本
国
憲
法
が
大
好
き
で
す
。
も
ち
ろ
ん
憲
法
第
九
条
の
戦
争
放
棄
も
大
好

き
で
す
。

奈
良
市
登
美
ヶ
丘
に
「
登
美
ヶ
丘
文
化
交
流
の
会
」
』

ぐ
ら
い
で
地
元
に
住
ん
で
い
る
い
ろ
い
ろ
な
人
を
招
い

て
、
講
演
会
や
演
奏
会
な
ど
を
持
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
夏
．
こ
の
交
流
の
会
が
、
暑
気
払
い
を
す
る

と
い
う
の
で
私
も
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア

料
理
の
店
で
の
暑
気
払
い
に
は
、
一
五
人
ぐ
ら
い
の
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
鴬
い
た
こ
と
に
そ
の
人
達
の
ほ
と

ん
ど
は
八
○
歳
を
超
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
中
に
は
、

現
役
時
代
に
は
さ
る
大
会
社
の
労
務
担
当
を
し
て
い
た

と
い
う
人
も
お
り
。
そ
の
人
が
安
倍
首
相
の
集
団
的
自

衛
権
は
け
し
が
ら
ん
と
息
巻
い
て
い
る
姿
を
見
た
と

き
に
‐
そ
こ
に
は
‐
い
わ
ゆ
る
「
老
人
」
と
い
う
感
じ

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
０
Ⅱ
ｂ
二
二
口
『
ノ
ー
－
１
｜
弓
、
斗
耶
凹
呈
『
Ｊ
‐
守
Ｊ

１
』
ｌ
員
釧
制
旧
■
『

“
女
性
は
人
間
に
な
っ
た
〃
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
大
日
本
帝
国
憲
法
下

心
も
と
よ
り
自
分
名
義
の
預
金
口
座
も
持
て
ず
、
夫
が
不
貞
行
為
を
し
て

“
っ
た
と
話
を
す
る
と
、
み
ん
な
工
Ｉ
シ
と
驚
か
れ
ま
す
。
「
婚
姻
は
両
性

１
１

と
い
う
団
体
が
あ
り
、

１
１Q

１
１

’

’三か月に一回
■
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昨
年
一
一
月
一
六
日
、
辺
野
古
に
墓
地
方

が
沖
縄
県
知
事
に
当
選
し
、
大
変
喜
ん

で
い
ま
す
。
私
は
今
年
一
年
間
、
毎
月

一
回
の
ぺ
ｌ
ス
で
沖
縄
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
参
加
し
て
い
る
嘉
手
納
墓

地
爆
音
差
止
訴
訟
が
い
よ
い
よ
佳
境
に
垂

入
り
ま
す
。
学
者
専
門
家
の
証
言
に

続
き
原
告
本
人
の
証
言
を
毎
月
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
米
軍
機
が
飛
ば
な

い
静
か
な
夜
を
取
り
戻
す
た
め
微
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
に
毎
月
通
い
ま
す
弁
護
士
横
山
精
一

昨
年
三
月
一
六
日
、
辺
野
古
に
墓
地
を
移
設
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
翁
長
雄
志
さ
ん

私
の
事
務
所
で
は
、
七
年
前
か
ら
、
ヨ

援
セ
ン
タ
ー
）
の
常
勤
弁
護
士
を
養
成
‐

士
が
、
熊
本
県
の
高
森
と
い
う
過
疎
地

に
赴
任
し
ま
し
た
。
一
年
で
一
人
前
に

な
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
養
成
を

う
け
る
弁
護
士
も
必
死
で
食
ら
い
つ
い

て
き
ま
す
か
ら
成
長
が
早
い
の
で
す
。

赴
任
先
で
は
高
齢
者
や
陣
が
い
の
あ
る

人
々
の
出
張
相
談
な
ど
も
手
が
け
て
お

り
‐
資
力
が
少
な
く
弁
護
士
に
相
談
し

に
く
い
市
民
の
た
め
に
貢
献
す
る
と
い

う
高
い
志
を
実
現
す
る
お
手
伝
い
が
で

き
て
い
る
こ
と
が
私
た
ち
の
喜
び
で
す
。

志
の
高
い
新
人
弁
護
士
を
育
て
る
喜
び

弁
醗
士
岩
田
研
二
郎

で
は
、
七
年
前
か
ら
、
司
法
過
疎
地
な
ど
で
働
く
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支

の
常
勤
弁
護
士
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
二
月
に
も
、
六
人
目
の
弁
護

１
１
１

１

１
１

～
１
１
１
１
１
心
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Ⅶ

、
今
年
も
出
会
い
を
求
め
て

弁
護
士
青
木
佳
史

一
癖
唾
》
掛
驍
》
諦
轟
》
》
蹄
嫡
》
諦
鋤
「

一
轄
濯
舞
罷
鳩
誤
融
誹

一
れ
な
が
ら
、
充
実
し
て
堂
」
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
・

」
ｘ
’
二
工
曲
唾
」
コ
カ
ー
ワ
ノ
ー
‐
Ｕ
一
フ
ノ
ざ
・
ソ
ュ
ー
ノ

色

やれ
な
が
ら
、
充
実
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル

タ
ー
ニ
ュ
地
方
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
シ
ュ
リ
ー
ブ

地
方
、
そ
し
て
日
本
の
ケ
ル
ト
音
楽
の
新
し
い
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
ど
ん
な
出
会
い
が

待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
．
新
年
か
ら
期
待
が
膨

ら
み
ま
す
。

一
や

~~言
一

診
持
弁
溌
士
森
信
雄

昨
秋
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
で
放
映
さ
れ
た
池
井

戸
潤
原
作
の
ド
ラ
マ
「
株
価
暴
落
」
は
、

ワ
ン
マ
ン
会
長
の
下
で
経
営
不
振
に
陥
っ

た
巨
大
ス
ー
パ
ー
に
対
し
メ
イ
ン
バ
ン
ク

と
し
て
追
加
融
資
を
認
め
る
か
ど
う
か
を

巡
る
葛
藤
を
ス
リ
リ
ン
グ
に
描
い
た
金
融

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
あ
る
。

正
論
が
常
に
通
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
人
も
組
織
も
．
困
難
に
直
面
し
た

と
き
に
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
．
い
つ
の

時
代
も
変
わ
ら
な
い
。
汚
持
だ
け
は
失
い

た
く
な
い
も
の
で
あ
る
。

込
今
、一

ヶ １
１
１
１
１
１

’
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蜂
攻
防
戦
に
思
う

弁
護
士
井
上
洋
子

ベ
ラ
ン
ダ
に
ア
シ
ナ
ガ

バ
チ
が
巣
を
作
っ
た
。
す
る
と
巣
で
繁
殖
す
る
幼
虫
を
狙

っ
て
ス
ズ
メ
バ
チ
が
一
匹
飛
ん
で
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

羽
音
高
ら
か
に
巣
を
襲
お
う
と
す
る
ス
ズ
メ
バ
チ
に
ア
シ

ナ
ガ
パ
チ
も
集
団
で
羽
を
立
て
て
警
戒
を
高
め
て
対
抗
す

る
。
昨
夏
は
そ
ん
な
攻
防
が
毎
日
ベ
ラ
ン
ダ
で
繰
り
返
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ス
ズ
メ
バ
チ
は
そ
の
う
ち
こ
な
く

な
っ
た
。
お
そ
ら
く
自
ら
の
巣
が
駆
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
。
大
き
く
た
く
ま
し
く
り
り
し
い
ス
ズ
メ
バ
チ

は
格
好
良
く
、
思
わ
ず
手
を
出
し
て
つ
か
み
取
り
た
く
な

る
よ
う
な
魅
力
が
あ
っ
た
。
ス
ズ
メ
バ
チ
の
来
襲
を
し
の

い
だ
ア
シ
ナ
ガ
パ
チ
も
冬
の
訪
れ
と
と
も
に
姿
を
消
し
た
。

懸
命
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
天
晴
れ
な
こ
と
で
あ
る
。

タ
チ
ソ
弁
護
士
古
本
剛
之

「
タ
チ
ソ
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
高
槻

地
下
倉
庫
」
の
略
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
軍

の
飛
行
機
エ
ン
ジ
ン
製
作
な
ど
の
た
め
に
山
中
に

作
ら
れ
た
洞
窟
状
の
地
下
壕
で
す
。
保
存
会
も
あ

り
‐
先
日
写
真
展
を
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
‘
見

に
行
き
ま
し
た
。
今
で
も
大
小
様
々
な
地
下
壕
が

残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
時
折
現
地
調
査
も
さ
れ

て
お
り
‐
希
望
者
が
参
加
で
き
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
な
の
で
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
も
の

で
す
。
戦
争
の
遺
構
を
生
で
見
る
こ
と
の
で
き
る

貴
重
な
機
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

１
１
１ 食

品
価
格
が
ジ
リ
ジ
リ
上
が
っ
て

弁
溌
士
峯
田
和
子

振
り
返
っ
て
み
る
と
⑥
こ
の
一
年
で
更
に
生
き
に
く
く
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
買
い
物
を
し
て
い
て
も
、
果
た
し

て
こ
の
リ
ン
ゴ
を
蹟
踏
せ
ず
買
え
る
人
な
ん
て
い
る
の
か
し

ら
．
な
ど
と
溜
息
が
漏
れ
ま
す
。
ア
ペ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
い
う
け

れ
ど
、
結
局
は
国
家
主
導
で
円
や
株
価
を
操
作
し
た
官
製
バ
ブ

ル
。
こ
れ
を
主
導
す
る
政
治
家
の
思
考
の
浅
薄
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
‐
国
家
財
産
で
博
打
を
貼
ろ
う
と
い
う
政
治
感
覚
に
ぞ

違
法
と
の
一
審
判
決
が
出
ま
し
た
が
‐
ま
だ
控

訴
審
が
続
き
ま
す
。
こ
の
三
年
間
に
、
弁
護
団

と
し
て
何
十
回
も
会
議
を
重
ね
、
大
量
の
主
張

立
証
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
若
手
な
り
に
分
担

し
た
作
業
や
起
案
が
で
き
ず
に
眠
れ
な
い
時
も

あ
り
ま
し
た
。
判
決
直
後
に
マ
ス
コ
ミ
の
前
に

走
り
出
て
「
勝
訴
」
の
旗
出
し
を
さ
せ
て
も
ら

い
．
改
め
て
．
弁
護
団
事
件
も
一
般
事
件
も

も
っ
と
技
量
を
上
げ
い
っ
そ
う
真
筆
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

組
合
事
務
所
退
去
事
件
で
“
旗
出
し
〃
の
責
任
感弁
護
士
宮
本
亜
紀

弁
護
士
に
な
っ
て
す
ぐ
に
弁
護
団
に
入
っ
た
組
合
事
務
所
退
去
事
件
で
‐
や
っ
と
違
憲
．

つ
と
し
ま
す
。
東
北
の
大
震

災
か
ら
政
治
家
や
企
業
が
学

ん
だ
の
は
、
ど
ん
な
酷
い
結

果
が
起
き
て
も
自
分
は
責
任

を
取
ら
さ
れ
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
。
我
先
に
と
リ
ン

ゴ
を
取
り
合
う
子
ど
も
達
と

笑
い
な
が
ら
、
言
い
し
れ
ぬ

憤
り
を
覚
え
て
い
ま
す
。

空
き
家
弁
護
士
増
田
尚

全
国
に
空
き
家
が
八
二
○
万
戸
も
あ
り
、
そ

の
対
策
の
た
め
の
特
措
法
も
制
定
さ
れ
た
。
一

方
で
高
齢
者
㈹
子
育
て
世
帯
‘
障
が
い
者
、

外
国
人
Ⅲ
単
身
若
年
労
働
者
等
の
住
居
の
確
保

が
困
難
な
者
に
対
し
公
営
民
間
貢
貫
住
宅

を
供
給
す
る
た
め
の
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
法
も
あ
る
。
こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
ど
う
解
す

べ
き
か
。
根
底
に
は
「
住
ま
い
は
商
売
道
具
」

と
い
う
経
済
至
上
主
義
、
景
気
優
先
の
住
宅
政

策
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
住
ま
い
は
人
権
」

を
基
調
に
し
た
政
策
転
換
を
期
待
し
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事務局もよろしくお願いします、
影
寺

Ｑ
字

一
一

■

今 や
、

Ｑ
今冬 一

一

事務局長に就任しました 事務局長を交替しました

中村純子

大島博子前事務局

長の後任として、事

務所創設以後に生ま

れた私がそのバトン

を引き継ぐことに身

大島博子

事務局長在任中はお世話

になり、ありがとうござい

ました。

30代中心の活力ある事務

局のリーダー・中村純子さ

の引き締まる思いで一杯です。社会情勢の変化の

中、多面において厳しい時代ではありますが、先
代が培ってきたことを礎として、合後も切蹉琢磨

して進んでいきたいと思います。引き続きご指導、

ご鞭健賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

んは素早く的確な事務処理を行い家庭と仕事を両立させ、

弁護士からは「千手観音」と呼ばれる理性的な頭脳の持

ち主です。事務局ともども、地域の皆さんへ提供する法

律サービスのアシスタントとしてますます力を発揮して

くれることでしょう。どうぞよろしくお願い致します。

,｡一一B型肝炎訴訟とは－－－－…--.-------------一
大阪弁護団事務局長井上洋子’

’昭和23年7月から昭和63年1月まで集団予弁護団古本剛之､楽、和子｜
｜防接種で注射器が使い回しされたためにB型，--------------,

1相談窓口｜I肝炎ウィルス感染が拡大したことについて、被
凸一一一一一一一.....｡.ﾛ.､－－J

I害者が国に対して賠償請求をするものです。 全国B型肝炎訴訟・大阪弁護団
I「特定B型肝炎ウィルス感染者給付金等の支給

Iに関する特別措置法」が2011年12月に成電話:06-664ワーOSOO
I立し、支給の枠組みができあがっています。（月～金曜日午前10時～午後5時）

｜給付金を得るためには裁判手続を経ることがFAX:06-664ワー0302
1必要です。 弁護団ホームページは「B型肝炎大阪弁護団」で

Iご自身やご家族が被害救済対象者にあてはま検索して下さい。I

｜るかどうか右記窓口へご相談下さい。 〒556-0013大阪市浪速区戎本町1丁目9番21号｜
Iまた、一生に一度は、保健所などで行ってい 酒井家ピル3号館302号

IるB型肝炎ウィルス検査をお受け下さい。 全国B型肝炎訴訟大阪弁護団事務室I
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『
i～人生の最期を安心しておくるため知口ておきたいこと～

税理士･弁護士による

成年後見制度続税と相続．相

セミナーのご案内
【共催】

きづがわ共同法律事務所
税理士注人大阪総合会計事務所

今年の1月1日から相続税法が変わりました。これまで大き戦財産がないので相続税の心配がな

かった方も相続税がかかるかもしれません｡税金や法制度は､私達の生活に大きくかかわります。

今回は特に、人生の最期にかかわる税金と法制度のセミナーを開催します。

高齢で判断力に不安が生じた時の財産管理や介護・病院の手配、亡くなる時の葬儀や役所への届

出、亡くなった後の相続手続や遺言など、この機会に学んでみませんか？

春垂嘩壷きき竃色垂心むらむらむ董蕃ら●蓉春尋蓉●茜春春蒔む蕃審蓉垂垂轟垂心●

講師
よしなり

税理士竹内克謹
奉幸華顛垂雲唾嚢童奉嚢毒麺

弁護士峯田和子弁護士青木佳史
垂垂壷義重重童嚢乙壷毒壷毒嚢垂壷套あ壷室壷●曇嚢■

2015年2月フ曰（ _≦典…愛蟄些に土）

:午後1時30分～4時(1時15分開場）
終了後､個別法律相談あります(無料･要予約）

時間

会場:阿倍野区民センター1階【集会室'】

費:無料

:50名序彌制

参加

定員 阿倍野区民センタ

予約者優先とさせていただきますので

参加希望の方はお随話でご予約ください
■
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【ご予約･お問合せ】きづがわ共同法律事務所

BO6-6633-7621
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きづがわ繕緯相識いろいろ
事務所での相談初回30分無料相談(要予約）

平日相談夜間相談土曜日相談
月曜日～金曜日毎週水曜日毎週土曜日
午後1時～5時午後6時～8時午前10時～12時

高齢者･障がい者の方に関する

電話相談･出張相議
どなたからでもお気軽にご相談ください

受付時間：平日午前9時30分～午後5時

専用ダイヤル
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